
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 ３月３日（火）５年生がリーダーとなって「６年生を送

る会」が行われました。在校生にとっては、６年生に対す

る感謝の気持ちを伝える会でありますが、６年生にとって

も下級生に感謝の気持ちを表す会です。会場全体が自分以

外の誰かのためにやろうという気持ちに溢れ、とても和や

かで温かな雰囲気でした。また、リーダーとなった５年生

からの発案で、在校生全員から６年生に感謝の歌声を贈ろ 

うと「ビリーブ」という曲を合唱しました。また、６年生の入学から現在までを写真で振

り返るコーナーでは、幼さの残る、でも面影が十分にある６年生がスライドで紹介され、 

懐かしさと恥ずかしさの入り混じった６年生の表情が印象的

でした。６年生からは素敵な合奏のプレゼントもありまし

た。 

 ３月１８日（木）が卒業証書授与式です。このお便りを目

にされている頃には、既に６年生は卒業していることでしょ

う。おいしいおまんじゅうとなって卒業していく６年生に改

めて感謝の気持ちをこめて、“ありがとう”。 
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＊本校の HP にも掲載しています。https://www.katori-edu.jp/yamada-e/ 

 

  ３月６日（金）、５月から全校で取り組んできた「いきいきちばっ子元気アッププラン大作戦コンクー
ル」の表彰式が本校で行われました。 
 この取組は、健康な生活が送れるよう毎月目標を決め、毎日その目標に対する反省を行い、それを
ポイント化したものを県に報告しているものです。年間を通したポイント数が、千葉県内の小学校で

最も多く、「優秀賞」を受賞いたしました。 
 表彰式当日は、千葉県教育委員会、北総教育事務所、香取市教育委員会から来賓の方々が
来校してくだいました。来賓の方々には、本校初代校長の中野清先生や二代目校長の二瓶延行
先生も含まれており、これまで継続して頑張ってきた取組に対する表彰を一緒に喜ぶことができたの
も何よりでした。最後は、サプライズでチーバ君がお祝いに来てくださり、会場は大盛り上がり！ 
 ４年１組は高学年の部で
もポイント賞をいただきまし
た。まさに“継続は力なり”
の取組でした。 
後日、香取市広報や千

葉日報にも掲載されると
思いますので、ご覧くださ

い。 



 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

   

 

 

 

 

 ２月１０日（火）降雪による休
校となった翌日、校庭に降り
積もった雪で遊ぶ子ども達。
登校してくる子ども達の表情
も、いつもとちょっと違ってう
きうきしていたように見えま
した。 

 ２月２６日（木）１年生が昔
遊び会を行いました。ベー
ゴマやめんこ、あやとりな
どいろいろな遊びに挑戦
しました。なかなかうまく
いかない中でも、笑顔で楽
しみました。 

 

２月２７日（金）児童会認証
式を行いました。卒業まで残
り１ヶ月。学校の顔となる児童
会役員を６年生から在校生が
引継ぎ、新たなスタートを迎
えました。新役員さんに期待
しています！ 

３月４日（水）山田区内の
４つの保育所の年長児が体
験入学を行いました。１年
生が校内を案内したり、一
緒にレクをしたりして、楽し
い時間を過ごしました。入
学を楽しみにしています。 

 ２月２５日（水）第３回の
学校運営協議会が行われ
ました。今年度の学校経営
や学校評価について様々
なご意見をいただきまし
たので、次年度に活かして
いきます。 

 

 ２月１８日（水）６年生が中
学校で部活動体験をしてき
ました。ちょっと緊張した面
持ちでしたが、先輩方がそ
れぞれの部活動でちょっと
した体験をさせてくださっ
たことで、楽しく体験がで
きました。 

 

 

今年度、保護者に協力をお願いしました学校評価、児童に取った学校生活アンケート、職
員に取った学校評価から今年度の活動の評価や次年度への取組の方向性が明らかになりま
した。上記の学校運営協議会や学年末 PTA 集会でもお話させていただきましたが、最も課題
となったのが“あいさつ”でした。 
あいさつは社会生活の基本中の基本であり、社会の中ではこれができるかどうかで信頼度も

大きく変わります。協議員の方からは、仕事中にあいさつをしてくれる小学生がいるというお話を
してくださった方もおります。一方で、バス停に集まった児童のあいさつが不十分であるという意
見もありました。 
まずは、率先垂範。学校では、私たち大人があいさつをするところから始めていきます。保護

者の皆様、地域の皆様の力も結集し、進んであいさつできる子ども達を育てていきましょう。 


